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1.これまでの合宿研修の概要

琉球大学教育学部の合宿研修の始まりは琉球

大学首里キャンパス時代に遡る｡首里キャンパ

ス時代の琉球大学にはプールが無かったため､

水泳の授業は与那原の海岸に出かけての突智で

あった｡その後,水泳の実習は離島における合

宿研修として実施されるようになった｡小学校

の教員採用試験で､プールで25メー トル以上

泳げることが採用の条件になった頃､琉球大学

教育学部の合宿研修においては､遠泳の実習を

実施した｡これは､多くの学生が遠泳を達成す

ることによって感動するという普段の授業では

体験できないことを経験する機会になっていた｡

その後､その合宿研修にキャンプファイアーや

演芸大会の要素が持ち込まれることもあったが､

学生がその準備にエネルギーをかけすぎ､授業

に支障が出ると批判されることもあった｡次い

で､離島において､三線やエイサー､工芸等の

伝統文化を学生と地域の人とで学び合い､交流

する地域文化交流実習の形態での合宿研修が並

行して行われるようになった｡この形式の合宿

研修もまた､普段の授業では経験できないよう

な経験を得る絶好の機会であった｡ここまでの

進展において､琉球大学教育学部の合宿研修は､

通常の訴義では体験できない貴重な経験を得る

機会を学生に提供してきたが.この研修が､主

に一部の学科の敦負に多大な負担を強いていた

点や､参加する学生が少なくなり学生に対する

教育的な意義に対する疑問などから､一旦､別

の形式での合宿研修として再実施する拭みを行

うことが決定された｡

2.新しい合宿研修に課せられた課題

琉球大学教育学部における新しい合宿研修に

裸せられた殊遇は､

課題 1.合宿研修を実施する教員に過度な負

担が生じないようにする

課題2.学生の参加人数の増加

課題3.教育学部の合宿として十分な意義が

あること

である｡上記の探題を達成するために､新し

い合宿研修では､教育学部学生生活委員会の中

に合宿研修ワーキンググループを組織し､その

メンバーを毎年代えてい<ことで同じ教員に負

担がかからないような運営がなされるようになっ

た｡以下に､3回行ってきた新しい合宿研修の

結果を概説する｡

表1に最近3回の教育学部新入生合宿研修の

プログラム､スケジュール､役割分担,時間配

分を示す｡

●琉球大学教育学部
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3.新しい合宿研修第1回目の試行

第-回日の試行での合宿研修は､2007年4月

21日22日に渡嘉敷青少年自然の家にて本番を

行った｡そのプログラムの内容を表 1に示す｡

この合宿研修では､その目的を､

① 専修 ･コ-スを超えた学生間の交流 (仲

間づくり)を行う｡

② 教育学部学生として ｢教育｣に対する理

解と思いを深める｡

として実施することになった｡また､参加の

対象を新入生と､新入生の指導教官とし､新入

生オリエンテーションとしての位置づけを行っ

た｡研修の内容としては､問題解決型ワークショッ

プを主に行った｡ワークショップのテーマは

｢教育とは｣｡教育学部に入学したばかりの学生

と一年次の指導教員たちが一緒になって ｢教育

について｣熱く語り合った｡このワークショッ

プの試みでは-年次の指導教官が､学生たちか

ら多くの話題を引き出すフアシリテ一夕一役を

務めた｡このワークショップを行うことによっ

て教育学部学生としての動機を強くし､お互い

が教育について熱く考えていることが確認でき

た｡この合宿は希望者のみの任意参加であった

が､琉球大学教育学部新入生の約70%が参加

し､事後のアンケートでもほとんどの学生が参

加してよかったと答えていた｡また､ワークショッ

プの内容が良かった為､新入生の合宿研修を行

うことに対しては殆どの参加教員が意義をみと

め､反対意見は少なくなった.

3.1.第1回目試行の主な反省点

このときの合宿研修はこのようにおおむね成

功であったが､その後改善するべき点として､

以下に述べるような課題を見つけることができ

た｡

･離島で離れている場所であったので､船を使っ

た移動にかなり時間をとられた｡

･離島であったため､途中までの参加や途中か

らの参加が不可能であったので多くの教員が

参加できなくなってしまった｡

･帰りは天候が荒れたため船酔いする人が多く

出てしまい.せっか(の良い思い出が最後で

台無しになってしまった｡

･ワークショップの時間が長すぎたため､充実

はしていたが､かなり疲れたという意見が多

かった｡

二日目の午前中に3時間のピーチクリーニン

グ十自由時間を設けたが､ピーチクリーニン

グがかなり早く終わってしまい､時間をかな

り持て余してしまった｡

･自由時間を有効に使えない学生が多かったの

で､レクリエーションを企画したほうが良かっ

たのでは?という意見が出された｡

4.新しい合宿研修第2回目の試み

第2回日の試行は2008年5月17日､18日糸満

青年の家にて本番を行った｡その内容を表1に

示す｡第2回日の試行からは､教員側の負担軽

減と､学生の体験活動機会の櫨供をねらい､学

生による合宿研修の企画運営を目指すことになっ

た｡合宿研修に参加した経験のある1年次の学

生に合宿研修を企画してもらい､その学生たち

が2年次になった段階で新入生の合宿研修を運

営する試みを行った｡まず.2007年11月30日昼

休み時間に最初のオリエンテーションを行い､

次いで,翌年2年次になって企画運営を行う1

年次学生に､自由科目､集中講義として授業登

録を行ってもらい､週一回昼休み時間に集まっ

て企画案作成の話し合いを行ってもらった｡教

員側からは､ふざけて遊びでかかわってくる学

生を避けるために､厳しい対応を行った｡その

結果､軽い気持ちだけで参加してきた多くの学

生が途中で抜けていき､最終的には､真剣にこ

の合宿研修にかかわる意思のある学生だけが残っ

た｡このような状況の中､合宿研修の企画の作

成を殆ど学生に任せるようにして準備を進めて

いった｡教負が事前準備で手伝ったのは､施設

の予約､教育振興会からの予算の受理､会計､

参加する新入生の名辞作成と班分けであった｡

合宿研修当日のスケジュールは学生が企画した｡

最終的なスケジュールはワークショップの時間

8時間 (前年度より+1時間)､野外炊飯2時間

(前年度はなかった)､レクリエーションの時間

4.5時間 (前年度より+1.5時間)､の時間配分で

- 145-



あった｡前年の教員が企画した内容に比べて､

レクリエーションの内容がかなり充実した｡レ

クリエーションの内容も､先ず､アイスプレイ

キングに人間知恵の輪が選ばれ､参加した新入

生同士が話しやすくなり､最後のレクリエーショ

ンは､5色綱引きでかなり盛 り上がる､記憶に

残る内容であった｡ワークショップのテーマは､

主に､制服問題､英語教育､いじめ問題等の教

育の現代的課題が選ばれた｡企画を行った側の

2年次学生がフアシリテ一夕一役になった｡た

だ､学生が発表したワークショップの内容に関

しては､教員から,物足りなさを感じるとの意

見が多少あった｡新入生合宿研修を学生が計画

実施したものとしては初めてで､その試みの結

果としてはかなり満足できる内容であったこと

をすべての合宿研修WG教員が認識するもので

あった｡本番の時に教員が行った役割は,体調

が悪くなった学生への対処､全員が退所する直

前の各部屋の点検､学生実行委員会が気づいて

いない仕事のサポート､夜間見回り等であった｡

4.1.第2回目試行合宿研修の反省点

第2回目の試行は大成功に終わったと認識で

きるものではあったが､以下に述べる､若干の

課題が見られた｡

･企画を立案した学生たちは､周到な準備とシ

ミュレーションを行っていたにも関わらず､

合宿研修当日になって,人手不足になってい

た個所がかなりあって､学生自身がその部分

を気づいて補うことがなかなかできずに､結

局､教員がかなりの部分をフォローする結果

となった｡

･ワークショップのテーマである教育の様々な

現代的課題について,新入生の理解と認識で

は､深い話し合いをすることはなかなかでき

ずにかなり表面的な話し合いになってしまっ

ていた｡

･フアシリテ一夕-の役割がよくわかっていな

くて､教師が熱く一方的に語るシーンがたび

たび見られた (この反省点は前年と変わらず)

･学生委員は､合宿研修の前日に夜遅くまで準

備を進めていたため､一日目の夜は､全員疲

れてすぐに眠ってしまっていた｡夜中､消灯

時間を過ぎてから部屋を抜け出して施設周辺

を排掴する学生がいたため､教員が夜中2時

過ぎまで見回り指導を行った｡

5.2009年5月29日､30日､3回目の試行

3回日の試行は2009年5月29日､30日に糸満

青年の家にて本番の合宿研修を行った｡この時

のプログラムの内容を表1に示す｡

この時の最初のオリエンテーションは,200

9年2月4日12:00-12:25｡前回の学生合宿研

修委員のメンバーが殆ど全員集まって､合宿研

修の企画側の体験敵と仕事の内容を説明した｡

2月10日12:00から,合宿研修委員への参加を

決めた学生が集まり､教員側から､これからの

企画の進め方などを説明｡前回委員の2年次学

生が､前回の企画資料と反省点を整理した資料

を配布して説明した｡次回以降毎週火曜日お昼

時間に集まることを決定｡

2月17日御昼休み時間,学生企画の各係の役

割分担と.委員長､副委員長､書記を決定した｡

以後､ほぼ学生委員の自主的活動に任せるよう

にして企画検討を行っていった｡

この時の合宿研修では,将来の合宿研修の運

営にかかわる教員の負担を軽減して継続的な実

施が行えるように､I-なるべく殆どの運営を学

生が行えるようにすること■を目標とした｡教

員側から学生に実施をお願いしたのは以下の4

点である｡

①プログラム内容に教育的に意味のある内容を

盛り込むこと.

②学生実行委員で夜間見回りを実施すること､

③平和記念公園の見学をプログラムに挿入して

もらうこと､

④なるべく本番の時には教員の手を借りずに学

生実行委員で全ての仕事をこなすことを提案

した｡

②､③､⑥は､実施する学生の理解を得られ､

ほぼ､こちらの提案が満足される実施が行われ

た｡④に関しては､教員側で当日に行ったのは､

体調が崩れた学生への対処の手助けおよび､病

院や自宅への送り､施設側との時間調整､施設
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図 1 ワークショップでの話し合い

図 2 フォークダンス

への利用料と食事代の支払いといったもののみ

で､その他の仕事は全て学生実行委員が行った｡

目標の一つ目はほぼ成功した｡①に関しては､

表1の過去3回の合宿研修のレクリエーション

と教育的活動 (ワークショップ､平和学習)の

時間配分の変化からわかるとおり､レクリエー

ションの時間配分が大幅に増加する結果となっ

た｡

これについては､今後に向けて課題を残す結

果となった｡

一方､学生の側からは､彼らが改善すべきと

思った部分を変更して､今回の合宿研修の企画

に臨んでいた｡以下に､学生が試みた修正の内

容を挙げる｡

くく廃止したこと>>

･各チームごとの総合得点集計の廃止 (前回は

これに時間がかかっていた)

･飯食炊飯の廃止 (季節的に雨が多かったため)

くく第3回目の試行で改善したこと､初めて夷

図 3 新入生創作の演芸発表

図 4 2年次学生による平和学習ガイド

施したこと,変更したこと>>

･前年度のバスレクより面白くする

･フォークダンス (図2)

･新入生の各グループによる演芸大会 (図3)

･平和記念公園での野外学習､学生と教員によ

る平和学習ガイド (図4)

･学生実行委員での夜間見回り

･ワークショップ祝題の事前連絡と本番当Hの

時間短縮 (本番当日の時間8時間⇒3時間)

･レクリエーション時間の大幅増

･学生実行委員会による演芸大会の審査と表彰

今回の合宿研修に参加した新入生の満足度を

調べるために行ったアンケート調査の結果を図

5､図6に示す｡この結果を見る限り､殆どの

新入生が､この合宿研修に満足している状況で

あるので､次回も多くの新入生がこの研修に参

加することが期待できるものと考える｡
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図 5 新入生からみた今回の合宿研修の満足度

5.l.第3回目試行のアンケート調査結果

第3回目の敏育学部新入生合宿研修のアンケー

ト調査結果を図7に示す｡また､この報告書の

末尾に､このアンケー ト調査を行った際に､新

入生､2年次学生､参加教員､教育学部教員か

ら寄せられたコメントを紹介する｡

アンケー ト調査の結果､2年次スタッフの協

調性､積極性､統率力､働きに関しては､かな

り高い評価が得られている｡また､今回の合宿

研修が新入生のオリエンテーションとしてふさ

わしいものであるかどうかについては､若干の

参加教員をのぞく殆どの参加教員が高評価を与

えている｡また､今回の合宿研修が新入生に良

い影響を与えた有意義なものであったかどうか

については､参加した全ての教員が良い評価を

与えている｡

5.2.アンケートからわかった合宿研修の

反省点

合宿研修全体､ワークショップ.レクリエー

ションのスケジュール､時間配分､内容に関し

ては､このアンケー ト調査結果から､今後､修

正や調整が必要であることがうかがえる｡アン

ケー トに寄せられた教員のコメントから､レク

リエーションの時間が長すぎ,ワークショップ

の時間が短すぎたために､この部分の教員から

の評価が低くなったことがうかがえる｡

今回の合宿研修においては,なるべく､普段

図 6新入生から見た､今回の合宿研修の目的達成

大学では体験できないことに多くの時間を費や

したいという考え方から､ワークショップの課

題を合宿研修の2週間前に新入生に伝え､宿題

として調べてもらうことで､合宿研修当日のワー

クショップの時間を短縮する試みが行われたが,

それによって話し合いはそれほどスムーズには

進んではなく､あらかじめ調べた学生と調べな

かった学生の差が開いてしまったりと､期待し

ていたほど良い結果にはならなかった｡また､

このことが､遊びの部分が増えたと参加教員か

ら見えてしまう結果にもなった｡今回のワーク

ショップの課題として､制服問題､モンスター

ペアレント､ADHD､英語教育等の現代の教育

的課題を話し合ったが､これらの課題が､深い

理解を要するもので､短期の事前準備では深い

話し合いになりにくいことが,参加教員のコメ

ントなどから判明した｡今臥 企画を作成する

学生の召集の時期が遅くなってしまい､十分な

話し合いや準備ができにくかった為､企画運営

の時期の適切さに関しては､2年次学生がかな

り低い評価をする結果となった｡

また､合宿研修の準備段階での学生と教員の連

携や役割分担に関しても2年次教員が低い評価

を与えている｡今回の準備では､学生同士およ

び学生と教員の話し合いは､週一回の御昼休み

時間に行ったが､時間が短すぎたために､学生

は､殆どの話し合いを学外で夜の時間帯に行な

い､昼の時間帯に承認を求める手順で話し合い
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教育学部新入生合宿研修アンケート結果

(良い評価を与えた割合)

雷教育学部教員12人中 E3参加教員11人中 田2年次18人中 田1年次51人中

2年次スタッフの協調性や鞭極性はよかったと思います
か?

今回の合宿研修は教育学部新入生のオリエンテーションと

してふさわしいよいものであったと思いますか?

2年次スタッフの統率力は良かったと思いますか?

2年次学生スタッフの働きはよかったと思いますか?

レクリエーション企画の内容は適切であったと思います
か?

今回の合宿研修は新入生に良い影響を与えた有意義なもの
であったと思いますか?

研修全体のスケジュールや時間配分は適切であったと思い
ますか?

研修のテーマは今年を知らせるのは2週間前でしたがこれ
は適切であったと思われますか?

ワークショップの時間配分は適切であったと思いますか?

南部戦跡巡りの企画は適切であったと思いますか?

合宿研修の時期は適切であったと思いますか?

レクリエーション企画の時間配分は適切であったと思いま
すか?

合宿研修の場所は適切であったと患いますか?

ワークショップの準備内容は適切であったと患いますか?

合宿研修部会教且と学生英行委員との連携や役割分担は適

切であったと思われますか?

今回の企画運営の開始時期は適切であったと思いますか?

を進めていたため､夜の時間帯での話し合いに

参加できなかった学生と教員とのコミュニケー

ションが十分にとれずに本番の合宿研修を迎え

る結果になってしまった｡今回の新入生合宿研

修は､準備段階での時間のとり方と話し合いの

進め方に関して大きな課題を残す結果になった｡

以下に､この合宿研修のアンケー トで回答して

いただいたコメントを挙げる｡

※※※参加した一年次学生のコメント※※※

<<平和助産での平材草野に厨L,Tの朗 >>

大郷な批 ば分かっTいるけど興味がないの

で､やばク.つよらなかったではあります

つかれた鞠野静に学野L,なiナわばいけないので

少L不勘 噛 りまL,た｡

良いと思う.けど｣知っていることをいわれT

もってかス′L:でL,F=

内容はよかった｡-BE7の午n7中lr行ったほう

がよい｡

i,つて~いるようでL,らなかったことがわかった

物 療 すぎると思いまL,た ｡ もっと停膠をとっ

てちゃんと戯LWすべきだと眉クコます;

/Jt･申 ･慮虐L,て今までも平和草野をL,てきt.I

Eナカビ身めて鞠 について考えることもできた
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i,､薪 L,<知る事も遜った-｡やっT虐かったで

す二

世かされているような肋 ∫あった｡ もう少

i,ゆっk.ごりと草野L,X.=い.

<<粛芸大会>>

今軸 jlFfL:めてのようですカf.以外ともりあがっ

て賓L,かっ虎ですこ倉棚 し澗 鑑カ (?)

も高まるので腐■げでいいと,Lgtいます

仲良<なるきっかけができて虐かっ虎です1

#野を題 して1だいぶグループめ人と巌ができt.:｡

本番の時周配分が桝 であった｡

準脚 とかが少な<T､全紡貯野とかできな

かったので無<i,たほうがいいと.思いまL,た｡

題かっfrです

準庶抑 fk炒ったです

けっこう準庶櫛願力塘 <てみ,4/なで集まる夢が

′廿来なかったです

くくフォークダンス>>

すご<発L,かったが.少L,<どいようにも思え

た｡

疲れまL,た｡密着 点塚符Fこないと思います

やってもやちな<丁もどっちでもよかった｡

ふっ-.停滞を決めてほしかっX.=｡

フォークダンスばビミョ-でした-

もっとちゃんとダンスを教えてぽL,かった｡ ぐ

だ<二だだった｡ できれば冴irやクF=かった｡

長かった｡

時節 耳少L,長いかな虜と思いまL,た｡

職 モ長すぎたと思いますこ2m <.らいでよかっ

j1-です;

昼からのフォークダンスiS戯)晩だった｡虜とずっ

とノ野L:曲はあんまり粛し<なカ】つた｡

暑かっfL-のでもう少L,侍脚 Lj=ほうがいい

と.glう

ぴみょ-｡

腐 りIr<い曲で腐るのば鰍 だったL,.題<T

慶わt.=.Tm <>らいでよかった

<<L,ク (/丁スレク､ジェスチャー､畑 膚

0助庶患ノ>>

ジェスチャーの鰍 で少ない

/じスL/ク1-歳ま0よ<ない.ジェスチャー-→2

上野やった-のiiまちがい,ぽ0線鑑定I-,. . .

全掛野によかっZ.=EナわtLl.ジェスチャーや大静

ば以外I.:停ノ野が余ってL,まうところとかが <二だ

くうどだった｡

バスの中では臍 りt.=かっ度です

ノじスL,ク､畑 ば紗 でL'た

ジェスチャーの粛断 ∫少なかったです

ジェスチャーの.お暦の皮いまわL,ば虜より虐<

ない

もっと発しくなったと思 う

<<ワークシ=ツプ>>

.好の,,#L,合いが灘 <なっTいったので停彫 fF=

クなかった｡もう少し牌 fぽL,かっF=ですこ

まとめる噂尉 S溜 りなかったです

<くその癖の朗 >>

鬼生方ともう少L,潜んでみたかった-です

教育irJ野L,てのJ評L,合いは みんな腰 <屠るな

あと感心LまL,A.=｡

遜べたか ら発 L,かった

倉膚は.そのBだけでな<おわってからも交2好

一が折<よう雌 甥 つけられてすご<発L,かっ

A._-です三

好 irなし,i,クばな<Tもいいかも

※※2年次合宿研修委員のアンケー ト回答※※

教育学部の一年生と仲良 <なることができて点

かつk.=

また､教月をB超す学資とL,丁.行革の企画･

運営ir虜如 】ら潜わることができて虐かった｡

磨L,ませるitA画･行事はできたが.研修の鯛

が摩二かっfこ｡

･また､下瀞ペが虎<､フアシljテ一夕⊥とL,

T不'1･P であった｡

碓 クがあまりできずミ 澄膚ばいつも3年生が

やつT<hてたかも

平和草野の下静へ 事前革新 f舶 】った｡

G呈f汐に行瀞する心持ち.屠り潜みができた､

一年生を膚夢するような原ク澄みを体験するこ
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とで.聯 するJ といった磨瀞 もでき､B窟

Frもなった.次を考えT庁財することができF=.

次の庁財や凝り戯みができるようir一年生を#

者する停‥思うようにぽきぽきとできなかった｡

題L,合いの侍 に脚 に朋 をい克彦かっk.=｡

本番の研修のときにすることが易まクなかった

勧 ユがやるかな一つていうれ 5分がいな<T

も一群は澄むかな-みたいな貞輝のゆるさが為り

まL,]1-.

超当L,ていk.:腰●の一年の女子がなLILめすりこ途中

で帰フTL,まっr=ということなので.そういう

子への臭庁重点桝 iiどうすればよかっ

たのか ?

企画併球戯カの席上 膚曹L,Tい<ことの潜L

さを尭感.j絡率L,てい<カの舟上｡

政事の貞超が -i,iWの^[=虜っTいた｡少L,励 J

f7すぎていf=如 fする.リーダーとL,TB魔力ゞ

少L,足 りなかっt.=o

企画することの腰L,さややりがいを知ることが

できT.参加L,Tとても月かっ虎とおもいますt

BガAt=ちで企画したものてミ新一年生の子たち

が賓LA′で<わF=のがとTもうhしかったですニ

スケジ1-ルの鹿み方や職 分がまだまだ不

十分だと思いまL,たo

鹿率する財ir囲ってみて二色んな夢 でやっTい

い夢｣いけない草Jを学べた.

伸が 眉すぎて.｢瓢 薪ス登をぽっX.:らかす虜

励 頓 った.

勅 で何度もタメiL.なったO r#感だ放題J と思

うこともあったけど.当8-年次が賓L,んで<

わたみjたいでとても膚L,い｡呑腰こ̀れをきっか

けir東まっFrniGも/野いたのでよかっ虎と思 う｡

倣学科Fr友人ができた｡普段ではできない体験

をす~ることが できた

8分が5/率する立場とL,Tの斉庄感がもてTき

f=

5分のこと励 1クを考えて一年生のことをあま

り考,iていない顔面がよ<月らhjt-

※※※※ 参加教員からのコメント ※※※※

一GBばOK,二GBの_発表会ば盛 り上がったけ

ど碍周配分カ£不十分k._-+った｡

男表を何L:テーマ4つの腰でする励 鳩 いと思

ラ

2年次スタッフが月<願 っTいた｡昨年より

顔産へ良い伝鹿が安FIMがれTいるようirJLlgtい

ます;

学芸芳彦金将になってL,まったが.これで良い

のf=+ろうかという紗 喋 った.

兵団庁助が芽手な^irばさついところもあ0そ

ラ

ワークシ=ツプはもう少L,具体舶 鹿討革新 f

スっTいると虐いと思います 臓 fm象形に

なりがちでL,た)｡

研修ば与,iらわたテーマについて考点るきっか

けを搾る点でG.紺 と思いまL,た｡

まとめた内容よ0適中の腰瀞で考えたことが今

度超･にjfつだろう｡

ni5半ば点薬な.発言オ櫛 いj亡が.だんだ浅ノテーマ

(モンスターペアL/ント)を5分の原題とG克

て､藤平は,#って考え道む場面が多<､耕泉βク

だった｡

全卵 ir準M.澄皆がとTもよ<なさhTいる

と感Ll-まL,た｡

2回の威節会(こより.各朗 の新 カ､チーム

凝辞任ば 膚いと感L:f=｡威節会[=参加L,Tいな

かっk.=草生へのCATSのJL:腐 りに感謝L,I.=い｡

2年次CATSのリーダーシップばあ見事でした ｡

1年J野での成長ぶクを月ることができまL,た.

いい紺 になるk.=めの鹿野舟上のための研修の

#会とL,Tこの倉甜 修を務めて月超す ことが

できまL,た｡

)年次欝君ば古曲ir朋 を交換L,合い,曲者と

のコミュ=ケーションを者プログラムを超して

行っていまL,X.=｡コミュニケ-シ5ン彪力向上

のためにこの倉紺 修ぼ必要だと考えますT.

膚導教貞の鬼里方は､CATSのlJ-ダーシップ

を粛財L,I-年次の慮康と安全面への超者と厨

虜をいたF=.ぎ感謝L,たい.

学部主当執 草生主線 財経にすべきでば

4j1-5R上旬が望ましい

I/クIjエーションば予庶秦の必屠樫を感L:まL,

た

ADHDFrついてば専門樫が窟ぐ.卵らかに準静
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不運を感L:まL,た.

もう少L,早<GW好摩のカカざ適いのでば 僧をス

研修なので早い励 5-月い)

研修全体のスケジェールば少L,鯛 l=余勧 ∫あ

りすぎたように感LIる｡

ワークシ5ツプはもう少L,職 唄 い方がよい.

虐<,,-計画されていj1-がL.当Bば不財の執 膚

きるので.革労I.二もう少L,運営にノ野するヌ拡 マ

ニュアルを作成L,Tおいた方が月いと感L:k.:｡

2年次スタッフが主脚 で弓好もL,かった.

大学生G i=滑れ,友人を伊ることがBノ汐で易h

ば研修杓容は薗好であると思います;i,か L,.

この場合ば,もう少L,停新 f早い (1ケ月<.ら

い)刺 .fBいのではないでL,ようか｡

ワークシ3ツプが中心BJ野のW@の場合ば､呼

Mは虜当ですが'.ヮ-クショップの停滞が少L,

虚すぎ貨F.腰 は二BBにするのばどうでL,㌔

うか. (余った停滞をワークシ=ツプのn許し合

いI.:鮎 ますノ

今Lgの合繊 .遜ひが多すぎこ新入生のオ

lJエンテ-シ5.ンとしてこふさわしい ものとはJ田

,iない｡

もっと早い噂勅 f虐い

政人静 Ir臓 が虐いと思う｡

255のイベントの時局配分ir周勘 で為った｡

学生(._-内容を考えさせるのば良いが.題材な修

正は必要で透ろう.ノ1ンゴウ炊飯や助造り等長

<鯛 をかけた一兵何件菜などが虐いと思う｡

遊びの鼻寮が鎗すぎる虜ばL,,thfjtljエンテ-

シ=ンとしではふさわL,い｡

ワ-クシ5ツプの遡行段の学生は虜野っTいr=

けれどももう少し準麻があればなお良いと思い

ますこ

克#よ<2B厨を過 ごせ虎のばCATSのおかげ

です

粛F,jg軟鉄選りのitA廟は符 i=本i-IV身の草生には

良い膚会だと思いますこ

鹿が潜在をL,Tいる単科の1年次ば全体i=大,A

L,いのですカミ粛らの牌 ざみちhTうわL,かっ

虎です二

m@についてばできれば4つのテーマごとに屈

原男爵をL,.5分たちのプL/ゼン内容を月つめ

なおす#会を持ち.かつその専門の鬼生の甜評

をm<というM武力耳点いかと｡

ワークシ=ツプは靡膚のテーマがあれ 学生の

グループカ漸 したということでそのあたりが

分からないhf.#育iL-ノ野するテーマをもう少L,

広一<給い上げた励 唄 い｡層群虜の教貞とL,丁

は 侶賢痩身軌 が為ってちょ い ｡

教貞月と学生厨有とでスケジ1-ルの停滞が超

なる｡教貞スタッフと草生スタッフのノ野での藤

題材ざ必見

研摩■の虜とL,て紡斉酵ば不渡 腔と,4'ど厨ニス

ない虜倉があった｡ /研修室ノを虎うなり.屋
外i=ICTグループごとir行うなど工兵が泌島

又､せっか<の朗 なので全ての魔窟をノ野ぎた

かった｡ (Jq-テーマの発表もあり､jt戯カfI77

彪ノ

可彪竣らもう少し早い方が虐かっ)だ｡槻 尊顔

でかjC1-まってモチベーシ=ンが下がっTL,まっ

たため､欠励 f多舶 fL-｡

平和学習が尊スされたことば虐かった.できれ

ば施約 にFWとかできr=励 fjiいと思 うOEEC

石ソI/と丘噺の野外

全体のスケジュールばゆとりがあっTよかっ虎

です;学生も願 び酔ヂ貞かっX.=と思う｡

虜芸発芽は草生力嘩 好に停滞をかけること(.=ば

農成できない｡粛蕗などのから身もあるので,

着荷は好くしたい ｡

レクは.クループで薬L,めるものを選折できて

いf=と思 う｡

ワークショップは内郷 蒙りをのぞ7ナぱあわ

でいいが.もう少L,潜り合う.吟味する備闇を

大草にするなら停滞不定だと思う｡

ワークシ5ソプぼ.テーマの必,#任を孝Jif.=方

がよい｡準好L,たこと ｢ネットで粛ペたこと)

以上の月勅 増rないものば ､潜める良好材とL,T

避如 Jの鹿討が必要だと,gtう.

どうやったら,̂が紛<のかを体鮒 に単ぶ歩で

あっT.それを_発揮する虜にはならなかったか

なと思 う｡ でも2年が膚粛っfL一事の膚疎ば六･き

いとBう｡

2年次スタッフが5分f=ちだけで盛り上がる場

面ば東になっj1-.
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膚j静観欧好0ばl草生が窟卵L,たことが虐かっ

fこ｡

今度つ<るうえで.脚 な願 はいいのです

が . 5度 (#人生にどう一なってぽL,い.何を考

えて庁戯L,T庶t,いか)から一歩静めT企画伊

クをできるといいなと思いますこ静粛とL,Tの

位置プげと学生の且主任のバランスに好む部分

も慮ります切S.‥､

オIjエ>テ-ショ､ンの.昏疎を考えると もう少

し早い槻 膚 <ともゴールデンウイークまで

Frば行っX.=カが遠いのでばないか.

レクljエーションの劇合が多すぎるようir感L:

た｡

ワークショッメはもう少L,伺う野をとっても虐かっ

kL.-ように思われた｡

ワークショップの準麻布容は腰■/こよって妙なり

劇 であったので.そのノ点の虚慮はもう少L,虜っ

F.=励 唄 いのでばないか｡

榔 クの企画そのものば月かったが二時

周卿EL..ML,かっt.=｡i,クIjエーシ5ンをMって

もう少L,金谷をもって庁フjt一方が冴財では加 1っ

ただろうか｡

2年次学生スタッフは脚 IL.-虐 <やっていX.=

bf.ときどき､サークル伸な,ノTJが点られL.:

のbfJL:'厨i=なった｡.おそら<5由鹿雷でスタッ

フになっているため､もともと伸の良い草生が

｢好に参加しTいるケースが多いのでばないだ

ろうか｡その慮疎でば.むL,ろスタッフを呑専

彦 ･コースi.=封ク当Tて選上野することも考える

必要が 透るかもL,わない｡

粛鰍 #常に月こたえの透るものもあ0.

感心L,虎が.｢方で虜よりカが入りすぎると#
ス生には貞超が大きいので､行きすぎないよう

にG.曹L,て月丁お<必要が為るようir感L:たo

※※※※ 学部数艮からのコメント ※※※※

あiク手ツイ内容もどうかと思 うlナカビも､今

Lgii遊びの齢 が鎗すぎた励 fする｡

もう少L,早い樹 にL,Tもよいか ‥ でも腰L,

いですね｡金-1の一府二BぽべスF･.i･～B

で脚 ぎついのて㌔

今回のm鯵場所は､草生にとってばどうかわb)

らないが.款月にとってば貞超がさほどかから

ない‥ ‥

ワークシ3ツプで､激貞およびグループに甜

される2年次学生がどのよう改題･財を超ラのか

を静粛にL,.それなりの着荷打ち合わせや事肝

臓 夢前藤膠をL,Tいt.=F.:.ぎたいですこ(.‥
と庶人伸にば思うのです方も 臓 だと思う鬼生

もおいででL,ようぬ｡ノ

あと.今伴 のように緋 ･コースか ら盛まっ

た学生グループに一人の教月を甜 するので透

れば学生併銀の/fンフレットとはBqlr.虜犀と

慮赦免を甜 LF=名産を財布L,f=ほうがよいの

では P

i,クの柵 噴 すぎ:ワークシ5ツプ25潜 すぎこ

もっと早い偉材IL.'するベ5.

2年次草生irもっとG労を赦 せるような膚潜

を行うべき ム

紛 いスケジュールを題むのが遠い｡

轟まク飲好ることな<､虜在のプDグラムをM

虜する方が良いと思います;

学生主体 (穿庁鼻貞呈掛 の耕劇が少L,ずつ藤

jfL,て来たように思いますこ今度もこの.方舟を

MiナT<ださい.

4月中ir肋 fペスLだと思います;

m鰍 fLラブルカ勧 ユつX.=ので次回からぼ

密度fL一方が遠いと思いiすこ

学科オlJエンテ-ションを題かできる ｡

平和を草ぶというのばいいと屠った.2年次に

よる威LWも｡ただL,.農中カのある一GBに挿っ

T<る励 鳩 <､鹿野はもう少L,r牢なカが虐

いと思いますこ

この企画をやる勝 村フb)クませんL,､なFrか

二軌栗が透るのか不労で九

平Bの金曙Hを皮うことば-B分段者を休むこ

とlrなっTいる 0 5/率の教月も金屠Hを鵜野に

L,ている ｡ 〔L,な<て揮発をL･Tから参加L,た

教月もいるそうt.=フ できれば土 BにL,jt一方が

良いのでは,その.野合.B膚Hば一時頃までで

慮ろう｡

今回の研修場虜は腰掛 ユら言うとちょうどよい

傭 大からバスで2時僻Jm'Hの中も.欝<ばな

かった｡ただ:併館 の脚 ば慶長できず
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@る事も易っA.=｡

参加人顔が多<､グループの数も多いので.内

容を多ぐするのばよぐない｡

285の寸劇ば虐かっf=と､学生.#gi=好評

でした｡

二GBの平和草野はよかっZ.=｡

伊を戯かすゲームが多い｡ 〔IfタバクL,て疲れ

てL,まった)｡

もう少LおEいを知 り合.iる内容を盛り込むべ

きで盛る｡

雛 ば バスの中でやっていた昏五経介ばノース

の席に座っjたままでば顔 も月度ヂ名前■もばっき

0度えらわなかつ)I-｡

倣 い<つかの好を戯み合わせT.静irなっ

てすわってお古¢)の顔や体つき等をみながらゆっ

たクと停ノ野をとっTLF.=方が虐<知 りあ.i る ｡

学部主体で行うのか 学生主体で行うのか粛タI

普.遜るいぼ分潜を棚 にすべきとかんが尤ま

すニ

ト 年生のオJJエンテ-ション主節のはす切5'.

2次微効果として上戯生が主体となる事のメljッ

flを期待L,ているようirB丘ますこぞればそれ

でよいことでぼ易0ます方も分超など財務にす

ることばオ批 考えます1

薮月の貞顔.静粛のやり<クなどの周題がある ｡

学生lrも教月 /=も唐疎があって貞釦 で少ないも

め(._-変えるべきでばないか ?
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今回の合宿研修の準備に多大な協力をいただ
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